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【授業の主題】 

  利用者の「尊厳ある暮らし」を支える視点から、介護における安全を確保するためのリスク 

マネジメントの必要性を理解し、さらに感染症の予防について学ぶ。 

【到達目標】 

１）介護現場における事故防止、安全対策について理解する。 

２）介護現場で発生しやすい感染症に関する知識を身につけ感染予防対策を実践できる。 

３）介護従事者自身が心身共に健康に、介護を実践するための健康管理や労働環境の管理につい

て理解する。 

【授業計画・内容】 

第 １ 回 オリエンテーション 

第 ２ 回 介護における安全の確保と重要性 

第 ３ 回 介護現場にひそむ危険性とケアの質 

第 ４ 回 事故の発生と要因の分析 

第 ５ 回 安全確保のためのリスクマネジメント 

第 ６ 回 リスクマネジメントに必要な要素 

第 ７ 回 事故防止と安全対策の基礎 

第 ８ 回 事故防止と安全対策の実際 

第 ９ 回 事例展開 

第１０回 感染症とは何か 

第１１回 感染症対策の基本とリスクマネジメント 

第１２回 高齢者介護施設と感染対策 

第１３回 介護従事者の心身の健康管理 

第１４回 感染症対策 

第１５回 まとめ 

【授業実施方法】 

 講義、グループワーク、ＤＶＤ学習等 

【授業準備】 

 普段から危険の潜む場所や、観察を通して把握する力をつけ環境を整える。感染症などの流行

期には新聞などを確認し、動向を把握する。 

【主な関連する科目】 

 介護の基本、生活支援技術論 

【教科書等】 

「新・介護福祉士養成講座４介護の基本Ⅱ 第４版」＜中央法規＞ 

【参考文献】 

適宜、紹介します。 

【成績評価方法】 

 小試験・後期定期試験等９０％、授業態度等１０％により総合的に評価する。 

【学生へのメッセージ】 

  介護に関わる安全対策について学んでいきます。リスク感性を磨き、感染症の動向にも注意

をはらいながら、衛生管理ができるようにします。 
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